日本植物學界ノ世界二於ケル地位(承前) 
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〇日本植物學界ノ世界二於ケル地位(承前) 


牧野富太郞 


其頃ノ矢田部博士 ノ講義/全然英語デアツタ今日 デ ハ日本語デヤル樣ニナツテ居，ガ然シ其中ノ術語ハ主トシ 
テ獨逸語ヲ用キテ居ル矢田部博士 ノ在職中卒業生等ガ獨逸ヲ目ガヶテ留學シ歸ツテカラ獨逸語ヲ使用スル樣一一 
ナ リソシテ 其 レ ガ追々一一進ンデ 行 キ今 デ、 ン雜誌 デモ 書籍 デモ 獨逸語ノモノガ隨分多ク使用 セラレテ 居 〆 是ン、ノ 
勿論徒-一獨逸ヲ崇拜シ ーグヤ ツタ事デ、ノナク獨逸 ハ 學者モ多ク學問モ進歩シテ居リ且植物一一關スル書物ヤ雜誌ノ 
數モ多イカラ自然-一此ンナ勢ガ馴致 セラレ タノデア，英國-ーモ 佛國ニ モ無論ヨイ雜誌ヤ書物ガ決シテ無イコト 
、ノ無イガ ド-シテモ 獨逸ノ方ガヨリ多イノデアル英國デ ハ 其獨逸書ノ中 デ最 優秀 ナモ ノヲ英文一一飜譯シテ出版 
シー グ居 〆 モノガ少クナイガ此等ノ書物 •力 續々英文-一譯セ ラレタ 所ヲ以テ見テモ其原著ガ如何-一良書 デ アルコト 




















號一第卷二第誌雜究硏物磁 


ガ 首首セラ 〆 、' y ' ハ インス、パ 〆 フォ—ア、ス n ット、オリヴ ハー、 ワ ード、 ボ . 1ワ ー、 フ '1 マ ー タキス 

ギブソン、グル ーム"エワ— 卜、デョ ー ンス、ダ'ヴィス等英國- 1 モ勿論數限リナイ學者ガアッテ從テ種 
々ノ 書物ガ出版- E ラレテ居〆ガ然シ右 ノ樣- 一獨逸 ノ書ヲ 英譯シテ其レヲ堂 ❖ 卜英國デ出版シテ居，所ヲ以テ見 
レバ如何-1獨逸ノ學問二權威ガア〆カガ分ッテ來〆此英譯セラレテ居〆乇ノ -1 ハザックス、へルマン、ミュル 

ド、パリ -、ゲ丨べ グ、 フィッシヱ ル、 シン ペル ヽソレヽ デル、 フ H ッメ—ハ，——、クヌートヽストラス ブ 

TKifl / K 1 ワルミング、ソルムスローバッハ等ノ大家/著書ガアグ其中ニハ折角英國デ之ヲ飜譯シ其第一版ヲ出 
シタ頃二、ン獨遯ノ方デハ已ーニー版三版モ重ネ其間11訂正モ修正モシテ居,卜云フ次第ノモノモアダコンナ勢ダ 
カラ自然-一學者デモ留學生デモ日本カラ獨逸ヲ目ガケタ行ク樣ニナダノハ決シク無理ハナイ此樣ニシテ日本ノ 
方モ歲ヲ閱、月ヲ重ヌ，二從テ段々卜進ンデ來タノデア， 

n 本ノ 植物學ノ中心ハ何ント言ッテモ帝國大學デアル然シ年々植物學科ヲ卒業シテ出ル者ガドノ位ア，カト云 
フト我東京帝國大學理科大學デ此科へ來ル學生、 a 全體-一誠-一少ナイー年-一全ク無イト云フコト、ノ稀デア〆ガ少 
ナイ年ハー人、多クタ四五人モアレバ先ブ繁昌シク年デア，、カヤクニ頗，小人數デハアルガ然シ此人々ガ年 
々出デ r 我帝國ノ植物學界ノ中堅 一 ー ナッタ行クノデア火其中ニハ卒業後朝カラ晚マデ硏究ニノミ身ヲ委ス，卜 
云フコトノ出來ナイ人々ガ多イ其人々一一、ン止ムヲ得ヌ內情ガアップ大抵ハ學校ノ先生トナリ或ハ中學或パ高等 
師範或ハ高等學校ナド-一勸メテ居〆ガ中ニハ亦大學二殘ッテ專心硏究二沒頭シテ居ル.人モア，然シサウ云フ人 
、ノ先グ少數デア，是等ノ硏究者ハ大學發行ノ『大學紀要』トカ西洋ノ雜誌トカー r グ自己ノ硏究シク事柄ヲ發表ス 
ル ノヲ常 トシ硏究ヲ續ケーブ居〆ノデア，始メハソー盛ンナ譯デモナカッタガ今、ノ世界-一對シテ恥カシクナイモ 
ノモ出來，ヤク-ーナリ段々一一進歩シテ來テ斷ヱズ我日本ノ植物學ガ世界-一紹介セラレ次第_一 世界的ノ色彩ヲ帶 
ビテ 來夕是 レ 迄 ノ硏究 デ疾クニ名高ク•ナッテ 居 ルモノ、中-一 S てふノ 精蟲卜 をてつ ノ精蟲 トノ發見事項ガアル 

日本植物學界ノ世界-一於ケル地位(步前) 












行發月九 


是レハ 世界 ノ學者ヲアット言ハセタ硏究デ今デ#其論文；能ク敎科書ナド —ーマ デモ 引用セランテ居 〆 其いてふ 
ノ精蟲ノ發見者ハ平瀨作五郎氏デアッタ同氏ハ植物ノ畫ヲ描ク爲ンー其時分助手トシテ東京デ大學ノ植物學敎室 
一一勸メテ居ッテ其時之ヲ硏究.シタノデアグ然シ此硏究ニハ始終ドレ程池野成 j 郞氏.カラ.ノ助カヲ得タノカ知レ 
ナイ卒瀨氏ハ性來器用ナ人デアッ；タガ疾ク.一 i 去ッーグ今ハ大學-1ハ居-フンナイ又をてつノ方- >'> 右ノ池野成一郎氏 
自身ノ硏究デア，氏ハ人モ知グ如ク農科大學ノ敎授デアッテ我邦今日第一流ノ學者デアル、ドクシテ此等ノ硏. 
究ガ騷グ程ノ價値ガアグカト云フ.卜 S V■ふ (Ginkgo biloba X .〕ハ面白イ珍 ラ.. シイ木デ是レ迄或1時ハ松 ヤ槽ノ 
仲間二入1/ ラレ 又或ル時ハ j 位ノ仲間一一伍シテ 居ッタ 、トコ p ガ此精蟲ガ發見 セラレテカ ラハ此植物 ノ 天然 ノ 
位置卜且ツ他ノ綠近キ植物トノ關係ナドガ能ク判ル樣ニナッタ其いてふヲシテ他11比類ノナ イ 珍品タルコトヲ 
能ク發揮セシメタカラデ.ア，此硏究ニヨリ S てふハ ー位ヤ杉ヤ 松ノ仲間カラ脇一一取除カレ別 ノ處二 嚴然卜位置 
ヲ占メー 躍シテ松杉科 ( piles ) 一位科 ( Taxac —) ヲ絵べ，越果門即チ Conifejkae 卜肩ヲ並べテ同ジ樣-一座リ得 
ル事 トナ ッタ 、ツマ リ位ガ上ッタ、スバシコ イ 西洋人、ノ東洋デ彼ノ精蟲ガ發見 セラ レ タト 聞クガ早 イカ 大急ギ ニ 
いてふ門即チ〇^^〇〇卜卜 ㈡ ①ヲ新設シテいてふ科〇一一一^〇〇^一〇ヲ其中-一置キ之ヲをてつ科^彦^—^ヲ含ム：士て 
つ門即チ CYCADALS ノ隣？一一置イタ其レカラ又をてつモ其精蟲ノ發見一ーヨッテ是モ同樣他ノ植物卜 v 關係ガ明 
カニナリ爲メーー此等ノ植物方面ノ事柄ガ充分一一判明シテ來夕此樣一一いてふノ木並二をてつノ木二精蟲ガ居タト 
云フコトハ全ク意外ノコトナノデ世人ガ驚イタノモ決シテ無理ハナイノデアル、色々ノ硏究 ノ中二 ぺ至ッテツ 
マラヌコトモア 〆 ガー方-ーハ亦此樣ナ前人未發ノモノモ.アグ主トシテ此等ノ硏究一ーヨッーグ日本ノ植物學ガ段々 
卜西洋人ニモ知ラレテ日木モ馬鹿 一！ナラヌト思ぐレダ樣.ニナッタ引續キ種々ノ論文ガ出來テ彼ノ『大學紀要』デ 
發表ス,卜力外國ノ雜誌一一登載スルトカシテ續々公表セラレテ ^〆 又小サキ硏究ぐ原卜私等ノ捲へ夕『植物學 
雜誌 J (東京植物學會發行)-一載セテ世界-一向ヒ發表シテ居ル此『植物學雜誌』ハ今 U デ、 V 創刊ノ時ヨリ三十一年 
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號一第卷二第誌雑究硏物植 


ヲ 經過シテ居ルガ兎 一一 角「オリデナ 〆 」(獨創的)ノ硏究ガ載ッテ居 〆 ノデアグカラ假令小キ雜誌デハアッテモ世 
界ノ學者/之ヲ見逃ガスト云フ譯ニハ行カナクナッタ居ル此樣一一日本人ガ硏究ヲ續行シ且ツ其ノ硏究論文ヲ世 
界二向ッテ發表スグノデ段々卜我ガ植物學ガ發達シ今日デて西洋人モ確實 -1 日本ノ植物學ノ存在ヲ認ム 〆 樣-一 
ナツ テ來 タノ デア 〆 (未完) 


〇日本植物名/新考 

理學博士 松材 任 三 

此篇ハ松村博士ガ大正七年六月一一十二日東京植物學會例會ノ席上--於テ爲サレタル謙演ノ筆記-一係ル今此二列擧セラレクル数多/植物名中-- 
特 - I 普通ノ植物ヲ漏セルハ此等ハ本講演以前旣一 I 世間-一發表セラレタルヲ以テナリ 筆記者 ii 


s Ad - ki . (ア..ツキ) 益饑 (小豆) 

益 ( at ) 饑 ( ki ) 饑- 一利 アルノ意 
gAiie (アヤメ) 飽美 C 溪键) 

飽 ( an 卩 ai ) 美 ( i ). 花ノ美二取ル 
g Aka - kanga-chi (アカカガチ) 赫圈子 (酸駿) 

赫 ( ak ) 赤色ナ彡圈 ( kaTlg ) 圓形子 ( chi ) 果實 
ノ形卜色トーー取 〆 
⑷ Ake-bi (アケビ) 一呀皮 

一呀 ( ak ) ロヲ開クナリ皮 ( bi ) 熟果ノ披裂スグ 


- I 因 〆 

S ' Ara-me (アラメ) 硬湄 ■ 

硬 ( ang " ar ) 硬固ナリ循 ( me ) 水草ナリ 水濱 
一ーアリ其質硬固ノ植物 

gAsa (アサ) 繹 § 

繹 ( at ) 長ク引キ出スノ意 
⑺ Asa-za (アサザ〕. 游菜 (转菜) 

游 ( atHas ) 浮游ナリ菜 ( tsaHza ) 

的 As-n » - 10 . (ァスナ □) 易如劉 


日本植物名ノ新考 















